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受講生募集前期成人講座
　飯山市公民館では、市内に在住または市内にお勤めされている成人の方を対象に気軽に取り組める趣味や、学習機
会を提供しています。趣味作りや健康増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか。

定番料理を簡単お得に作りましょう。メ
ニューは豚のチンジャオロース・柚子こ
しょうサラダほかを予定。2回とも講座内
容は同じです。

スマホのカメラでできること
スマートフォンのカメラは QR コード
の読み取り、調べもの、支払いなど実は
できることがたくさんあります。カメラ
でできることを学び使いこなしていきま
しょう。

子育てセミナー「子どもの上手なしかり方」
「怒り」の感情に振り回されることなく適切
な「叱り方」をすることで、子どもに親の
気持ちを伝える方法を学びましょう。託児
あります。

◆日時 6/14（水）10:00 ～ 11:30
◆場所 飯山市公民館 206 教室
◆対象　　子育て中の保護者の方　
◆定員 20 名 ◆受講料 200 円
◆持ち物 筆記用具　
　　     ※託児を希望される場合は別途ご
              連絡します。

【講師】岡村公一 さん
 （アンガーマネジメント叱り方トレーナー・ファシリテー
ター、アドラー心理学勇気づけ勉強会トレーナー）

ヴォイストレーニング
声はあなたの個性です。表情を和らげ、滑
舌力をアップして、伝わる声と話し方で魅
力アップを目指しましょう。

◆日時 6/23（金）　18:00 ～ 20:00
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 15 名 
◆受講料 200 円
◆持ち物 筆記用具

【講師】伊東ゆかり さん

◆日程 6/2（金）、6/23（金）
◆時間 10:00 ～ 12:00
◆場所 いいやま女性センター未来　料理実習室
◆定員      各コース 8 名
◆受講料 1 回 200円
◆材料費 1 回 1,000 円
◆持ち物 エプロン、三角巾、マスク、小
　　　　　タッパー等（持ち帰り用）

お申込み・お問合せ

飯山市公民館　℡62-3342
受付期間：4月24日（月）～5月12日（金）

■対象は、飯山市内在住もしくは市内にお勤めの方です。
■お申込みいただいた方には、後日詳しいご案内をお送り
します。
■お申込み後のキャンセルは、材料費をご負担いただく場
合がございますので、ご承知おきください。

家庭のおいしさ定番料理

【講師】高橋美佐子 さん

◆日程 6/7（水）、6/14（水）
◆時間 10:00 ～12:00
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 6 名 
◆受講料 400 円（2回分）
◆持ち物 今お使いのスマートフォン

飯山の地酒について、その作り方や特色
を学びます。説明を受けながら実際に地
酒を味わいましょう。

◆日程 6/16（金）
◆時間 19:00 ～21:00
　　　　　 （座学１時間、試飲１時間）
◆場所 飯山市公民館　料理実習室
◆定員 20 名 
◆参加費 1,500 円

いいやま地酒講座～いいやま
の地酒を学び、味わう～

【講師】村松茂樹 さん
 （株式会社　角口酒造店　代表取締役）

【講師】石澤裕子 さん
 （有限会社 信越電機）

カレー屋さんのスパイスカレー講座Ⅱ
「カリースパイス山路」の店主が教えてく
れる本格的なスパイスカレーです。

【講師】横川良太 さん
             （カリースパイス山路）

◆日程 6/3（土）
◆時間 18:00 ～ 19:30
◆場所 飯山市公民館 料理実習室
◆定員 10 名 
◆受講料 200 円
◆材料費　1,000 円
◆持ち物 エプロン、マスク
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第1回目　
飯山城と旧城下町散策

第2回目　飯山ゆかりの山城探訪

飯山城址が発掘や研究の成果から本来の姿を取
り戻しつつあります。江戸時代の古地図を見な
がら、当時の飯山城と城下町を解説します。

◆日時　　6/4（日）9:00 ～ 12:00
◆日程　　飯山城址の説明および旧城下町いい
　　　　　やまの街並み散策
◆集合場所　飯山城址公園二ノ丸
◆講師      飯山市学芸員 
◆受講料 200 円
◆持ち物 飲料・筆記用具
◆その他   少雨決行

かつて広大な領地を治めた飯山藩。その拠点であった飯山城と戦国時代
に重要な役割を果たした山城が周辺にいくつかありました。それら群雄
割拠（ぐんゆうかっきょ）の時代の名残を訪問し、それぞれの役割や特徴を
ご紹介します。
◆日時 　6/18（日）8:30 ～ 15:30
◆集合場所　飯山市公民館
◆日程　　　座学　飯山市公民館
　　　　　　現地学習（午前）　上境城・山口城　
 　 昼食（山口城周辺、雨天時はいいやま女性センター未来）
　　　　　　現地学習（午後）　替佐城　
　　　　　　飯山市公民館で解散　 
◆講師         樋口和雄さん（飯山市文化財保護審議委員）
◆定員  25 名 　◆受講料 200円
◆持ち物  昼食・飲料・カッパ・長靴・筆記用具
◆その他　少雨決行。途中山歩きがあります。

写真①親子でバナナボート作り　
写真②学校給食の希望献立を作ってみ
よう！
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交
流
の
場
に

ノルディックウォーキング in 柏尾峰

◇集合場所   瑞穂公民館（瑞穂地区活性化センター）
◇日　程　8:30 集合・受付⇒柏尾南入口へ移動
　　　　　9:00 ウォーキング開始　10:45 解散
　　　　　（瑞穂公民館）
◇参加費　無料（定員 20名）
◇持ち物　ウォーキングポール（お持ちの方）、飲み物、
　　　　　  タオル、雨具
◇服　装　ウォーキングのできる服装
◇申込締切　 5 月 8日（月）まで

瑞穂地区北瑞の里山・柏尾峰をノルディック
ウォーキングで歩きます。初めての方も大歓
迎！お気軽にご参加ください。

5月14日（日）8:30 ～ 10:45（少雨実施）

飯山市公民館・瑞穂公民館共催事業
参加者募集！

　
飯
山
市
公
民
館
で
は
児
童
生

徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ

て
地
域
で
学
び
成
長
し
て
い
く

機
会
と
し
て
、
春
休
み
と
夏
休

み
に
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
春
休
み
体
験
教

室
は
工
作
や
手
話
教
室
、
国
際

交
流
、
料
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
令
和
２
年
度

か
ら
体
験
教
室
の
中
止
や
飲
食

を
伴
う
教
室
が
実
施
で
き
な
い

な
ど
数
々
の
制
限
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
春
休
み

体
験
教
室
で
は
調
理
体
験
も
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
の

距
離
を
取
る
こ
と
も
な
く
、
学

校
や
学
年
を
越
え
た
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
公
民
館
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
今

後
の
体
験
教
室
で
計
画
し
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
！ 

ま
た
、
体
験
教
室
で
や
っ

て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
公
民
館
ま
で
ご
要

望
く
だ
さ
い
。

①  5/26 ㊎ 13:30～16:00　【みんなで一緒に大笑い】
　 笑いヨガと健康体操
②  6/10 ㊏ 13:30 ～15:30　講演会
    爆笑！お笑い健口ライブ【おもしろ健口長生きのひみつ】
　 講師：精田紀代美氏(歯科衛生士) 会場 飯山市公民館　
③  6/29 ㊍  6:30～ 18:30  野外学習　富岡製糸場ほか
④  7/20 ㊍ 10:00～16:30 学習見学 リサイクル工場ほか　
⑤   9/ 8 ㊎ 13:30～  15:30  ３Dデコパージュ
⑥10/20 ㊎ 13:30～16:00 四季のプリザーブドフラワー
会場はいいやま女性センター未来ほか

女性セミナー

◇募集期間  4 月 20日（木）～ 5月 17日（水）
◇募集定員  先着25名（市内在住または市内にお勤めの方）
◇受 講 料   1,000 円（全 6回分）別途参加費・材料費要

飯山雪国大学

～つながろう ! 新しい仲間と見つめよう！自分～

　申込先  いいやま女性センター未来   ☎ 62-0543 日曜祝日休館問

潜在脳力を引き出す簡単なコツ

日時 5月13日㊏  開演10:00（開場9:40） 飯山市文化交流館
なちゅら大ホール（入場無料）

株式会社 脳レボ 代表取締役 /
一般社団法人アスリートサポート理事/
上級心理カウンセラー / 行動心理士 川谷 潤太 氏

飯水教育関係者団体合同講演会

飯水教育会   ☎ 62-2531問

～子どもたちの夢・挑戦・達成を目指して～

講師

①

②

    申込先　 瑞穂公民館 ☎ 65-2501
　　　　     または飯山市公民館 ☎ 62-3342 

問

会場
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飯
山
城
下
町
を
歩
く飯山城跡の石垣

　

毎
月
連
載
を
し
て
き
ま
し
た

「
飯
山
の
文
化
財
」
は
今
月
号
か

ら
「
飯
山
城
下
町
を
歩
く
」
と
し

て
、
飯
山
城
の
歴
史
な
ど
を
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。

『 和紙で“うちわ”を作ってみよう！ 』
◇日　時　　5月 6日（土）10:00 ～ 11:30
◇講　師   　内田 雅規さん（ふるさと館市民学芸員）
◇対　象　   市内小学生以上（大人・親子もご参加いただけます）
◇定　員   　20名
◇参加費   　300円　　　◇持ち物   ハサミ
◇申込締切　4月 30日（日）
◇申込先   　飯山市ふるさと館（月曜休館）℡67-2030　

　
竹
の
素
材
に
和
紙
を
ペ
タ
ペ
タ

貼
っ
て
、
葉
っ
ぱ
や
カ
ラ
ー
ペ
ー

パ
ー
で
透
か
し
模
様
を
入
れ
た

ら
、
お
〜
！
世
界
に
ひ
と
つ
の
う

ち
わ
の
完
成
！
子
ど
も
も
大
人
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

参加者募集 ふるさと館たいけん工房①

「ふるさと館たいけん工房」―春～夏の講座のお知らせ―
　地域の歴史や自然・文化をより身近に感じていただくことを目的として、年間を通して開催している「ふるさと館たいけ
ん工房」。春から夏のメニューを紹介します。詳細な内容や申し込みについては、各回前月号の広報飯山 「生涯学習だよ
り」で随時お知らせします。どうぞお見逃しなく！！

◆  5/ 6 ㊏ 10:00 ～「和紙で “うちわ ”を作ってみよう！」
◆  6/10 ㊏10:00 ～「ぺったんぺったん 笹もち作り」
◆  7/  8 ㊏ 10:00 ～「ぷら～り♡組みひもドール♡」
◆  8/26 ㊏10:00 ～「自然素材で作るぞうり」
◆  9/  9 ㊏ 10:00 ～「レッツ、凧

た こ
揚
あ
げ大会！」

※なお、都合により日程や内容が変更となる場合が
ありますので、ご了承ください。

昨年のたいけん工房から（貼って作ろう、
和紙ランプの様子）

さあ！ いよいよ、始まるよ！

飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

場
所　
飯
山
市
文
化
交
流
館 

な
ち
ゅ
ら 

小
ホ
ー
ル

開
演　
午
後
１
時
30
分
（
開
場
午
後
１
時
）

な
ち
ゅ
ら
る
寄
席

令
和
五
年
度
４
回
シ
リ
ー
ズ
第
１
回

木戸銭 各回500円（全席自由）

プレイ
ガイド

飯山市文化交流館なちゅら
（火曜休館）
電話予約 ℡0269-67-0311

発売日 4月22日（土）

主  催 飯山市／飯山市教育委員会

真打によ
る

独演会！

ワ
ン
コ
イ
ン

落
語

　

毎
日
の
生
活
の
中
に
、
ほ
ん
の
少
し
、
文
化
的
な
ゆ
と
り
と
健
全
な
笑
い

を
取
り
入
れ
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
ご
好
評
を
い
た

だ
い
た
昨
年
に
引
き
続
き
年
４
回
の
寄
席
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
届
け
し
ま
す
。

出
演
は
す
べ
て
真
打
に
よ
る
本
格
派
。

各
回
と
も
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で

１
時
間
ほ
ど
の
落
語
を
お
気
軽
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

   日時　5月3日（水・祝）
　　14:00 開演（13:30 開場）
　　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール

イープラス予約受付中　一般指定4000円　
https://eplus.jp/takashiyamamoto-tour2023

なちゅら窓口特別販売席数限定　指定席3000円
飯山市文化交流館なちゅら（火曜休館）tel:0269-67-0311

♪プログラム  ※曲目は変更になる場合があります。
ショパン  ：ノクターン第 2番 変ホ長調Op.9-2、バラード第 3番 変イ長調  
Op.47、4つのマズルカ Op.24 ほか　ラフマニノフ：前奏曲 嬰ハ短調 Op.3-2
「鐘」、前奏曲 ニ長調 Op.23-4 楽興の時 Op.16

 日時　6月24日（土）15:00 開演（14:00 開場）　
 飯山市文化交流館なちゅら大ホール
全席指定　6,000 円（税込）※未就学児入場不可 
一般販売プレイガイド 
株式会社Dynamics　026-214-2881※平日10:00-17:00/
飯山市文化交流館なちゅら（火曜休館）0269-67-0311※9:00-
22:00、/イベントナガノhttps://www.event-nagano.net 
主　催 株式会社Dynamics
共　催 飯山市・飯山市教育委員会・株式会社テレビ信州
後　援 キングレコード
企画制作 株式会社Dynamics・2ndNOTE・株式会社さだ企画
協　賛 一般社団法人信州いいやま観光局・高橋まゆみ人形館

TSUKEMEN 
15th Anniversary CONCERT ～ BEYOND CLASSIC ～
supported by アイダ設計

山本貴志
ピアノリサイタル
tour 2023

６
月
10
日
㊏

【三遊亭ときん】
　東京都出身
　平成15年4月　三遊亭金時に入門
　平成15年7月　前座となる。前座名「時松」
　平成18年5月　二ツ目昇進
　平成29年3月　真打昇進「三遊亭ときん」と改名

三
遊
亭
と
き
ん

　
飯
山
の
城
下
町
は
歴
代
の
飯

山
城
主
に
よ
り
整
え
ら
れ
、
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
城
下
町
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
飯
山
城
は
、

昭
和
40
年
に
「
飯
山
城
跡
」
と

し
て
長
野
県
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

飯
山
城
は
古
く
は
泉
氏
の

居
城
で
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
国

時
代
に
至
っ
て
上
杉
氏
が
本
格

的
に
築
城
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
世
に
は
関
・
皆
川
・
堀
・

佐
久
間
・
松
平
・
永
井
・
青
山

の
各
氏
が
居
城
し
、
享
保
２
年

（
１
７
１
７
年
）
以
降
は
本
多

氏
が
幕
末
ま
で
城
主
を
務
め
ま

し
た
。
明
治
以
降
は
廃
藩
置
県

や
廃
城
令
、
火
災
等
の
影
響
で

飯
山
城
内
の
多
く
の
建
物
が
消

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
石

垣
な
ど
の
わ
ず
か
な
遺
構
が
往

時
の
飯
山
城
の
姿
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

石
垣
は
二
の
丸
と
本
丸
の

間
、
本
丸
の
入
り
口
に
あ
り
、

大
き
な
石
で
整
然
と
積
ま
れ
た

石
垣
が
目
を
引
き
ま
す
。
飯
山

城
の
石
垣
は
石
の
隅
を
丸
く
成

形
し
、
隙
間
な
く
か
み
合
わ
せ

て
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
見

る
と
、
梅
の
花
び
ら
が
連
な
っ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
も
特

徴
で
す
。
弘
化
４
年（
１
８
４
７

年
）
の
善
光
寺
地
震
で
は
城

内
の
多
く
の
構
造
物
が
半
壊
、

全
壊
し
、
そ
の
後
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
年
）
か
ら
嘉
永
４

年
に
か
け
て
西
曲
輪
の
住
居
や

二
の
丸
御
殿
が
再
建
さ
れ
た
と

さ
れ
ま
す
が
、
現
在
残
る
石
垣

も
こ
の
時
全
面
修
復
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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 飯山市美術館  ℡ 62-1501 月曜休館問

「山里の春」水彩 2000年
35.0×49.5cm

飯山市美術館へ
のメールでのお
問い合わせはこ
ちらへ

　現在、飯山市美術館では企画展「岩上隆静没後 10 年展」の準備を進め
ています。
　郷土の画家・岩上隆静さん（1930-2013）の画業は 21歳の時に石井柏亭
（1882-1958、日本芸術院会員）の水彩画教室を受けたことから始まります。
その後、精力的に活動した 10 数年と、全ての美術団体・グループから離
れ一切の作品発表をしない 20数年を経て、本格的に活動を再開しました。
　風景、静物、人物画などの作品や本人にまつわるエピソード等、ぜひ美
術館までお知らせください。皆さまからの情報をお待ちしています。

飯山市ふるさと
館へのメールで
のお問い合わせ
はこちらへ

令和５年度企画展「岩上隆静没後１０年展」準備中！



秋
津
公
民
館

☎
６
2- 

2
3
3
0

瑞
穂
公
民
館

☎
６
5- 

2
5
0
1 

木
島
公
民
館

☎
６
2- 

0
5
5
5

柳
原
公
民
館

☎
６
2- 

5
5
6
2

富
倉
公
民
館

☎
６
7- 

2
1
3
6

岡
山
公
民
館

☎
６
9- 

2
0
1
0

◇
飯
山
地
区

     

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合

地
域
の
連
帯
と
親
睦
を
深

め
、
体
力
づ
く
り
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

期
日　
６
月
４
日
㈰

場
所　
長
峰
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　

 

多
目
的
広
場

開
会
式　
午
前
８
時

試
合
開
始　
午
前
８
時
30
分

　

昨
年
度
か
ら
開
催
要
項
が

変
更
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
１
試
合

の
み
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
症
が
拡
大
し
た
場
合
は
中
止　

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
合
先　
飯
山
公
民
館　

◇
や
し
ょ
う
ま
作
り
ま
し
た
！

　

秋
津
公
民
館
で
は
３
月
11

日
、
や
し
ょ
う
ま
作
り
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

地
区
内
外
か
ら
16
名
の
皆
さ
ん

に
お
い
で
い
た
だ
き
、
秋
津
地

区
更
生
保
護
女
性
会
の
指
導

の
も
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
伝

統
の
郷
土
食
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
持
ち
帰
ら
れ
た
や
し

ょ
う
ま
の
味
は
い
か
が
で
し
た

か
？

◇
通
学
路
の
路
側
帯
（
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
）
ペ
ン
キ
塗

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
秋
津
地
区
で
は
、
区
長
会
・

育
成
会
等
関
係
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
通
る
通
学
路
の

安
全
確
保
の
た
め
、
路
側
帯
の

ペ
ン
キ
塗
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
緒
に
作
業
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　
５
月
27
日
㈯
午
前
６

時
〜
（
お
お
む
ね
８
時
頃
ま
で
）

お
問
合
先　
秋
津
公
民
館
（
秋

津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

◇
創
作
体
験
学
習
会

　
（
育
成　
会
共
催
事
業
）

期
日　
５
月
７
日
㈰

場
所　
木
島
公
民
館

内
容　
ふ
わ
ふ
わ
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ボ
ー
ル
®
づ
く
り

※
体
験
内
容
は
変
更
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　

　
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
先　
木
島
公
民
館

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン　
　
　
　
　
　
　

　
グ
㏌
柏
尾
峰

５
月
14
日
㈰
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
24
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
鉢
植
え
菊
づ
く
り
講
習
会

地
区
の
盆
栽
会
の
ご
協
力

で
、
秋
の
文
化
祭
の
菊
花
展
へ

の
出
品
を
目
標
に
、
今
年
は
一

文
字
菊
の
苗
を
中
心
に
取
り
組

み
ま
す
。

期
日　
６
月
４
日
㈰

場
所　
瑞
穂
地
区

　
　
　
　

  

活
性
化
セ
ン
タ
ー

◇
地
区
球
技
大
会

　
４
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
る
よ

う
集
落
館
長
会
議
で
検
討
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
収
束

状
況
を
見
な
が
ら
、
実
施
す
る

か
否
か
の
判
断
日
を
設
定
し
て

慎
重
に
開
催
し
ま
す
。

期
日　
６
月
18
日
㈰

◇
路
傍
（
ろ
ぼ
う
）
の
石
仏
・

石
神 （
そ
の
２
） 現
地
見
学
会

　

講
師
に
前
教
育
長 

長
瀬
哲

先
生
、
文
化
財
保
護
審
議
会
会

長
の
望
月
静
雄
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、
柳
原
の
石
造
文
化
の
現

地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。　

　
こ
の
見
学
会
は
柳
原
公
民
館

の
地
域
活
性
化
学
習
会
事
業

で
、石
造
が
語
る
文
化
や
歴
史
、

人
々
の
暮
ら
し
を
ま
と
め
た
テ

キ
ス
ト
を
基
に
、
今
回
は
北
部

方
面
等
（
笹
川
・
上
新
田
・
南

条
・
小
佐
原
）
を
回
り
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
柳

原
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
定
員
20
名
）

日
時　
５
月
５
日
㈮
・
祝 

      　
　
　
　
午
前
９
時
〜

場
所　
柳
原
公
民
館
（
柳
原
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

お
問
合
先　
柳
原
公
民
館

◇
富
倉
地
区
ド
ロ
ー
ン
教
室

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
後
日
各
家
庭

へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
27
日
㈯

      　
　
午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
富
倉
地
区

　
　
　
　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ

ョ
ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
黒
岩

山
に
は
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
き

ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
飛
び
交
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
春

の
使
者
た
ち
に
会
い
に
行
き
ま

せ
ん
か
？　
恒
例
と
な
っ
た
観

察
会
は
５
月
６
日
㈯
午
前
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
い

こ
と
が
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ

な
ど
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

お
問
合
先　
外
様
公
民
館

◇
と
き
わ
塾
「
満
蒙
開
拓
青
年

義
勇
軍
と
常
盤
」

3
月
11
日
、
45
名
の
聴
講

者
を
迎
え
て
、
県
立
歴
史
館
の

大
森
昭
智
先
生
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
「
年

月
を
経
る
な
か
で
、
体
験
者
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
記
憶
も
薄

れ
て
い
く
。
今
の
う
ち
に
そ
の

こ
と
を
記
録
に
残
し
、
後
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
常
盤

の
未
来
に
繋
が
っ
て
い
く
」
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
記
憶

を
記
録
と
し
て
文
書
で
保
管
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

た
講
演
で
し
た
。

◇
山
を
歩
こ
う
！！

今
年
は
、
芽
吹
き
の
ブ
ナ
林

を
歩
き
鍋
倉
山
山
頂
を
目
指
し

ま
す
！

外
様
公
民
館

☎
６
2- 

1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

☎
６
2- 

3
2
0
0

期
日　
５
月
28
日
㈰

   

午
前
８
時
30
分
〜

                   

午
後
１
時

定
員　
　
15
名

参
加
料　
５
０
０
円

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
雪
解
け

の
状
況
に
よ
り
、
日
程
の
変
更

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
常
盤
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
先　
常
盤
公
民
館

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
交
流
会

　

３
月
12
日
に
感
染
予
防
を

徹
底
し
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
少
な
め
で

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
区
民
皆

さ
ま
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
交
流
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

工
夫
し
な
が
ら
、
で
き
る
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

飯
山
公
民
館

☎
６
2- 

3
3
4
2

私
と
地
域
を
繋
ぐ
「
飯
山
市
駅
伝
大
会
」

飯
山
地
区　
　

滝
澤　
高
太
郎

　
「
君
、
走
っ
て
い
る
な
ら
駅
伝

に
出
て
く
れ
る
か
い
？
」

　
13
年
前
、
当
時
の
飯
山
地
区

の
駅
伝
監
督
が
私
に
声
を
掛
け

ま
し
た
。
私
は
そ
の
年
、
飯
山

に
転
勤
で
着
任
し
、
趣
味
で
走

り
始
め
た
ば
か
り
の
素
人
ラ
ン

ナ
ー
で
し
た
。「
地
区
の
駅
伝

な
ら
面
白
そ
う
だ
な
」
と
軽
い

気
持
ち
で
受
け
た
つ
も
り
が
、

打
ち
合
わ
せ
か
ら
本
気
で
練
習

も
本
格
的
。「
こ
れ
が
公
民
館

の
行
事
な
の
？
」
と
い
う
の
が

飯
山
市
駅
伝
大
会
の
最
初
の
印

象
で
す
。

　

周
囲
に
は
知
人
も
お
ら
ず
、

い
わ
ば
「
よ
そ
者
」
で
参
加
し

た
私
で
も
役
員
さ
ん
た
ち
は
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
一
生
懸
命

練
習
し
た
結
果
、地
区
は
優
勝
、

私
も
区
間
賞
を
獲
得
で
き
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
私
の
区
間

賞
を
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ

り
、
私
の
心
は
地
域
に
貢
献
で

き
た
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
地
区

の
方
に
長
野
県
縦
断
駅
伝
の

「
飯
山
栄
チ
ー
ム
」
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
本
格
的
に
競
技
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
小
中

学
生
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
飯
山
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
は
１
日
も
忘
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
中
学
生

の
育
成
は
、
私
を
受
け
入
れ
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の

私
な
り
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
が
縮
小
し

た
大
会
も
、
今
年
は
市
内
を

周
回
し
て
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
運
営
さ
れ
る

方
々
の
ご
尽
力
と
多
く
の
方
の

ご
理
解
に
よ
る
も
の
と
推
察
し

て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
大
会
は
、

地
域
と
一
体
に
な
れ
る
大
事
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、

飯
山
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
温
か

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
何

よ
り
も
大
切
な
大
会
で
す
。

　
13
年
前
、
私
と
地
域
を
繋
い

だ
襷た
す
きは
次
の
世
代
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

【
筆
者
紹
介
】

  

さ
わ
や
か
な
笑
顔
の
滝
澤
さ
ん

は
千
曲
市
の
出
身
。
法
務
局
に
勤

め
て
い
ま
す
。
飯
山
で
の
勤
務
経

験
は
２
度
。
最
初
の
飯
山
勤
務
の

時
に
飯
山
チ
ー
ム
に
加
入
後
、
転

勤
で
チ
ー
ム
を
離
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２
度
目
の
転
入
と
同
時
に
飯

山
チ
ー
ム
に
復
帰
し
て
く
れ
ま
し

た
。　
　
　

   　

　
　
　
　
　
　
　
（
飯
山
公
民
館
）

やしょうま作りの様子

熱心に話を聞く参加者

楽しく交流できました
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趣　
味
・
実　
用

天
路
の
旅
人

沢
木
耕
太
郎

２
０
４
０
年
の
日
本

野
口 

悠
紀
雄

ど
う
す
れ
ば
争
い
を
止
め
ら
れ
る
の
か

上
杉 

勇
司

「
も
し
も
夫
が
亡
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」
と
思
っ
た
ら
読
む
本

島

根 

猛

か
え
し
言
葉
の
フ
レ
ー
ズ
事
典

吉
田 

裕
子

父
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

武
田 

砂
鉄

ぼ
け
の
壁

和
田 

秀
樹

宇
宙
の
歩
き
方
太
陽
系 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｌ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

鈴
木 
喜
生

あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
海
外
風
ぬ
い
ぐ
る
み

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

切
り
絵
で
つ
く
る
和
モ
ダ
ン
ド
レ
ス

祐

琴

ロ
ゴ
づ
く
り
の
研
究
室

か
ね
こ 

あ
み

天
声
人
語　
２
０
２
２
冬

朝
日
新
聞
論
説
委
員
室

よ　
み　
も　
の

は
や
く
一
人
に
な
り
た
い
！

村
井 

理
子

朝
星
夜
星

朝
井 

ま
か
て

本
売
る
日
々

青
山 

文
平

残
陽
の
廓

あ
さ
の 

あ
つ
こ

君
に
光
射
す

小
野
寺 

史
宜

ゆ
う
べ
の
食
卓

角
田 

光
代

黄
色
い
家

川
上 

未
映
子

四
日
間
家
族

川
瀬 

七
緒

文
豪
、
社
長
に
な
る

門
井 

慶
喜

と
り
ど
り
み
ど
り

西
條 

奈
加

恋
と
そ
れ
と
あ
と
全
部

住
野 

よ
る

水
車
小
屋
の
ネ
ネ

津
村 

記
久
子

日
本
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

楡 

周

平

あ
な
た
は
こ
こ
に
い
な
く
と
も

町
田 

そ
の
こ

４
月
１
日
の
マ
イ
ホ
ー
ム

真
梨 

幸
子

星
く
ず
の
殺
人

桃
野 

雑
派

方
舟

夕
木 

春
央

郷　
　
　
土

旌
旗
は
た
め
く

市

村 

到

浅
間
山
四
季
彷
徨

赤
羽  

道
人

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

旬の本☆話題の本☆意外な本

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
    火～金      9:30 ～ 18:00
   土・日・祝        9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 5月図書館カレンダー ◇
1 月 休館日
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土
7 日 10:30 ～おはなしひろば
8 月 休館日
9 火
10 水 移動図書館車③温井 ･秋津
11 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
12 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
13 土
14 日 10:30 ～ブックスタート
15 月 休館日
16 火
17 水 移動図書館車①北原 ･常盤
18 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
19 金 移動図書館車④太田 ･富倉
20 土
21 日 10:30 ～おはなしひろば
22 月 休館日
23 火

蔵書点検に伴う休館日
5/23 ㈫～ 6/1 ㈭

24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

5 月 4日 （木 ・祝）

【絵本とわらべうたの会】
お休みのお知らせ

図書館は開館します。

子ども読書の日　4 月 23 日

こどもの読書週間　4 月 23 日～ 5 月 12 日

おはなしひろば

　子どもの読書活動の意欲を高めるために、「子ども読書の日」と「こども
の読書週間」が定められています。お子さんと一緒に本を開いてみませんか？

特　別　版

開催します！

国際交流員グロリアさんによる
英語絵本の読み聞かせ

楽しいゲーム
日時：4月 30日（日）　10:30 ～

場所：図書館 2階　えほんのへや

ぜひご参加ください！

お気に入りの 1冊を書いて、お花を満開にしましょう！
今年は何のお花かな？

デ
ジ
と
し
ょ
信
州

活
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

昨
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
、
市
町
村
と
県
に
よ
る
協

働
電
子
図
書
館
『
デ
ジ
と
し
ょ

信
州
』。
飯
山
市
で
も
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
登
録
い
た
だ
き
ま

し
た
。
登
録
さ
れ
た
方
は
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
？　

ロ
グ
イ
ン
方
法
や
書
籍
の
検
索

方
法
な
ど
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
図
書
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
だ

電
子
書
籍
の
数
が
少
な
く
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
増
え
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
図
書
館

の
本
と
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
電
子
図
書
館
の
ご
登
録
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
図
書
館
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い

その他イベント

ま
す
の
で
一
度
ご
来
館
く
だ
さ

い
。
図
書
館
の
利
用
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
電
子

図
書
館
の
登
録
の
際
に
カ
ー
ド

を
作
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
住
所
を
確
認
で
き
る

も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、
図
書

館
ま
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
長
野
県

全
域
の
公
共
図
書
館
と
県
立
長

野
図
書
館
が
協
力
し
、
誰
も
が

学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
電
子
書
籍
を
借

り
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

蔵書点検日程
5月 23日（火）～ 6月 1日（木）

この期間中は休館となります。
移動図書館車の巡回も休止です。
詳しくは次回 5月号に掲載します。

▲みんな真剣に作っています

　

飯
山
市
公
民
館

が
主
催
す
る
春
休

み
体
験
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
図

書
館
で
は
、
３
月

22
日
に
「
も
こ
も

こ
く
つ
し
た
で
パ

ペ
ッ
ト
作
り
」
を

行
い
ま
し
た
。
パ

ペ
ッ
ト
と
は
、
手

に
は
め
て
動
か
す

人
形
の
こ
と
で
す
。

う
さ
ぎ
の
耳
や
恐
竜
の
翼
の
形

に
切
り
抜
い
た
フ
ェ
ル
ト
を
靴

下
に
貼
り
付
け
、
か
わ
い
い
パ

ペ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
み
ん

な
最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、う
さ
ぎ
と
恐
竜
の
パ
ペ
ッ

ト
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
違
っ
た
表
情

の
パ
ペ
ッ
ト
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
の
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
司
書
が
紙
芝
居
を
披

露
し
、
最
後
に
わ
ら
べ
う
た
で

遊
び
ま
し
た
。
み
ん
な
で
輪
に

な
っ
て
遊
ぶ
と
、
学
校
や
学
年

の
垣
根
を
越
え
て
ひ
と
つ
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
た
ち

司
書
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。「
も

う
１
回
や
ろ
う
！
」
と
子
ど
も

た
ち
か
ら
言
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
全
体
を
通

し
て
楽
し
い
教
室
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

※予約は必要ありません。

『イノチノウチガワ』
Ｘ線写真で見る生き物の世界

実業之日本社
/出版

ヤン・パウル・スクッテン /文
アリー・ファン・ト・リート /写真
野坂悦子 /訳
薬袋洋子 /訳 
今泉忠明 /監修

　Ｘ線撮影機を使用して、さま
ざまな生きものを撮影した写真
と、その生きものを紹介する文
が掲載されています。写真は普
段、外側からは見ることのでき
ない部分が映し出されており、
生きものの体の構造や生態がよ
く分かります。ほかにも植物を
Ｘ線で撮影した写真も載ってお
り、芸術的な世界を楽しむこと
ができます。

春休み体験教室
らいぶらり

ブックレビュー

QRコードで
ホームページ
をチェック！

30 分程度


